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台風24号及び25号により被災された町民の皆様へ
　この度の、台風24号及び25号の影響により被災されました町民の皆様におかれましては、心
よりお見舞い申し上げます。
　今回の大型台風による被害は、建物、港、道路、畑地帯と広範囲におよび、農作物への影響も
計り知れないほど甚大であります。今後も引き続き復旧に向けた取り組みを中心に迅速に進め
ていかなければなりません。
　伊仙町議会といたしましても、行政及び町民の皆様と力を合わせ、一日も早く安心して暮らせ
る生活を取り戻せますよう、また「災害に強いまちづくり」を目指し、今後も全力で取り組んで
まいります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊仙町議会議員一同

金子万寿夫代議士と伊仙町議会による、町内の被災状況調査時のようす。
平成30年10月13日（土）
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議 案 番 号 議　　　　案　　　　件　　　　名 備 　 考

議案第42号 伊仙町税条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第43号 伊仙町国民健康保険高額療養資金貸付基金条例を廃止する条例 原案可決

議案第44号 字の区域の変更 原案可決

議案第45号 水利施設等保全高度化事業特別型（畑地帯担い手支援型）分担金負担割合 原案可決

議案第46号 平成２９年度伊仙町上水道事業会計の利益処分 原案可決

議案第47号 平成３０年度伊仙町一般会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第48号 平成３０年度伊仙町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第49号 平成３０年度伊仙町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第50号 平成３０年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第51号 平成３０年度伊仙町上水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

認 定 第１号 平成2９年度伊仙町一般会計歳入歳出決算 認 　 定

認 定 第 2 号 平成2９年度伊仙町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 認 　 定

認 定 第 3 号 平成2９年度伊仙町介護保険特別会計歳入歳出決算 認 　 定

認 定 第 4 号 平成2９年度伊仙町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 認 　 定

認 定 第 5 号 平成2９年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計歳入歳出決算 認 　 定

認 定 第 6 号 平成2９年度伊仙町簡易水道特別会計歳入歳出決算 認 　 定

認 定 第 7 号 平成2９年度伊仙町上水道事業会計歳入歳出決算 認 　 定

（追加議案）

議案第52号 平成３０年度　ＧＥＰＯＮシステム機器更新工事請負契約 可 決

議案第53号 伊仙町堆肥センター堆肥散布車購入契約 可 決

議案第54号 平成３０年度　社会資本整備総合交付金目手久団地新築工事建築本体工事　１工区請負契約 可 決

議案第55号 平成３０年伊仙町一般会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第56号 平成３０年度徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第57号 平成３０年度伊仙町簡易水道特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第58号 平成３０年度伊仙町上水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第59号 平成３０年度防災関連施設整備事業防災行政無線デジタル化工事請負契約 可 決

以下余白

平成30年 第３回 伊仙町議会定例会 全議案（９月11日～21日 １１日間）

平成30年 第３回 伊仙町議会臨時会 全議案（10月26日 １日間）
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●1件目に、農業支援センター運営の現状について富所長より説明を受けまし
た。９月より新規研修生１名を受け入れし、まずは土づくりについての研修を
進めているとの説明がありました。
続いて、もう一つの柱である土壌分析事業について説明がありました。１つ
の畑から５カ所のサンプルを採取し混ぜ合わせて分析しているとの説明でし
たが、議会からは５カ所それぞれ違うPH数値の可能性もあるのでそれぞれの
PH数値を計測してきめ細やかな土づくりができるように検討するよう要望し
ました。
始まったばかりの研修ですが、志布志市農業公社の取り組みなどを参考にし
ながら、研修制度の充実を図るよう要望しました。

●2件目に、面縄浄水場について担当者より施設概要説明を受
けました。平成２７年度より3億8千万円の事業費で、全面的
な改修工事を実施し東部ダム下流に日量638トンの急速濾過
施設と３００トンの貯水槽を整備し、平成３０年３月に給水開
始したとの事でした。この施設の完成により面縄から喜念地
区までの水質の改善と給水能力の向上が期待できるものであ
りました。また本年度には東部ダムの上層水を取水できるよ
う計画しており、浄水処理費の削減が期待できるとの事でし
た。
議会として水道水は町民にとって、とりわけ大切なものであり
ますので今後とも未整備地区の計画的な改修を行い、水質向
上及び水の安定供給に努めていただくよう要望しました。

●3件目に、給食センターの調査をいたしました。伊藤所長、
栄養士の小池氏からの13項目の要望があり、特に、①台風時
の停電により給食が行えない事があることから、発電機の設
置・②給食運搬車プラットホームと調理場との間に囲いが無
いため衛生的ではない事から間取りの改修・③給食センター
本体と外溝との排水管が無いため衛生的ではないので排水管
新設工事・④安全な水道水確保のため塩素ポンプの整備の4
点が早急に対応してほしいとの説明でありました。耐用年数
も残り少ないため、新設工事などとも検討し安心安全な給食
供給を要望しました。

●次に、徳之島高校義名山農場を視察しました。
１２カ所、約２００aの農場があり現在は荒れ地の状態でした。
県から測量の許可を得たので、払い下げに向けて早急に測量に入りたいとの
説明でした。課題としましては、農道や末端水路の改修も必要なため多額の
事業費を要する事も説明されました。
まず、早急に測量を行い県から払下げを受けられるよう要望します。

平成３０年第３回伊仙町議会定例会において
平成２９年度伊仙町一般会計歳入歳出決算他６特別会計歳入歳出決算 審査特別委員会

（一部抜粋※委員長報告につきましては、町ホームページ「会議録」をご確認下さい。）

　去る、平成30年9月11日に当特別委員会に付託されました「平成29年度伊仙町一般会計他６特別会計歳入歳
出決算」は、9月14日金曜日から9月19日水曜日までの6日間、議長並びに議会選出監査委員を除く12名の委員で
審査いたしました。その中で9月14日金曜日に現地調査を行いましたので主な項目について報告いたします。
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安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り
を

町
道
・
農
道
に
お
い
て
枯

れ
松
や
落
石
箇
所
は
把
握

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
そ
の
対
策

を
問
う
。

想
定
外
の
災
害
は
い
つ
起
き
て

も
当
た
り
前

（
町
長
）
１
０
０
年
に

１
度
や
50
年
に
１
度
と 

い
う
こ
と
は
死
語
に
近
い
状
況

で
あ
る
。
伊
仙
町
は
町
道
の
距

離
が
県
下
で
も
長
い
自
治
体
で

あ
り
、
徹
底
し
た
調
査
管
理
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

（
建
設
課
長
）
町
道
に
つ
い
て
、

枯
れ
松
危
険
箇
所
が
９
箇
所
、

急
傾
斜
崩
壊
被
害
想
定
区
域
が

23
箇
所
。
随
時
対
応
、
処
理
を

し
て
い
る
が
具
体
的
な
解
決
策

と
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
耕
地
課
長
）
農
道
に
つ
い
て
、

枯
れ
松
危
険
箇
所
が
９
箇
所
、

落
石
危
険
箇
所
が
２
箇
所
あ
る

が
、
耕
地
課
と
し
て
も
解
決
策

や
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
だ
け
危
険
箇
所
が

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

予
算
不
足
に
よ
る
理
由
や
迂
回

路
が
無
い
か
ら
で
は
な
く
、
住

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
観
点

か
ら
一
刻
も
早
く
危
険
箇
所
等

を
解
消
し
、
「
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
」
、
「
災
害
の

な
い
町
」
と
し
て
発
信
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

職
員
採
用
試
験
は
平
等
・
公
開

を
原
則
に

町
職
員
採
用
は
年
度
ご
と
に

計
画
し
て
い
る
の
か
問
う
。

（
町
長
）
基
本
的
に
は
毎

年
採
用
と
な
っ
て
い
る
が
、
定

年
者
等
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
今

後
と
も
理
に
か
な
っ
た
形
で
採

用
し
て
い
き
た
い
。

平
成
29
年
度
に
実
施
さ
れ

た
採
用
試
験
の
合
格
者
は
何
名
か

問
う
。

（
総
務
課
長
）
平
成
29
年

度
実
施
の
採
用
試
験
の
名
簿
登

録
者
数
が
17
名
で
30
年
度
に
お

い
て
10
名
を
採
用
、
31
年
度
に

残
り
７
名
を
採
用
予
定
で
す
。

伊
仙
町
は
子
宝
の
町
、
特

殊
合
計
出
生
率
日
本
一
の

町
で
す
の
で
高
校
生
、
大
学
生

の
新
卒
者
に
も
毎
年
受
験
機
会

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
ま

す
。
ま
た
、
厚
労
省
か
ら
障
が

い
者
雇
用
等
の
義
務
化
も
課
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
職
員
は
伊
仙

町
の
財
産
で
も
あ
る
た
め
、
採

用
試
験
に
つ
い
て
は
憲
法
第
14

条
及
び
地
公
法
13
条
、
平
等
・

公
開
の
原
則
を
最
大
限
尊
重
さ

れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

一
般
質
問

平
成
30
年　
第
３
回
定
例
会

問

問答答

清　平二議員

要
望

答

問問

要
望

杉山　肇議員

公
営
住
宅
に
つ
い
て

建
設
予
定
地
の
選
定
は
、

ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
問
う
。

議会で視察した町道「明眼線」
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上木　千恵造議員

公
共
施
設
の
今
後
の
計
画
は

ほ
と
ん
ど
の
施
設
が
昭
和

４
０
〜
５
０
年
代
に
建
設

さ
れ
、
老
朽
化
が
進
み
、
耐
用

年
数
も
間
近
で
建
替
え
時
期
に

な
っ
て
い
る
施
設
も
多
い
と
思

わ
れ
る
が
、
今
後
の
計
画
を
問

う
。

（
町
長
）
平
成
28
年
度
策

定
の
「
伊
仙
町
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、

現
在
「
公
共
施
設
等
総
合
整
備
検

討
部
会
」
を
立
ち
上
げ
、
協
議
を

行
っ
て
い
る
。

各
集
落
の
公
民
館
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
順
次
改
修

し
て
い
く
計
画
が
あ
る
の
か
問

う
。

（
未
来
創
生
課
長
）
町
有

施
設
の
改
修
に
つ
い
て
は
、

問

問

答

答

（
建
設
課
長
）
平
成
23
年

度
に
策
定
さ
れ
た
、「
伊
仙

町
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
」
に

よ
っ
て
選
定
さ
れ
て
い
る
。

集
落
の
人
が
一
番
自
分
の

集
落
の
問
題
や
課
題
を
分

か
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
の
住
宅

建
設
予
定
地
選
定
の
際
は
、地
域

住
民
や
自
治
会
の
要
望
等
も
判
断

の
中
に
入
れ
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
る
が
ど
う
か
問
う
。

（
町
長
）
現
在
、
老
朽
化

し
た
住
宅
を
町
の
計
画
に

よ
り
随
時
建
替
え
を
行
っ
て
い
る

状
況
で
す
。
今
、
公
営
住
宅
と
民

間
資
金
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業 

で
の
建
設
を
行
っ
て
い
る
が
、
家

賃
の
格
差
が
問
題
と
な
る
た
め
、

今
後
、
周
辺
部
の
地
域
を
中
心
に

や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
建
設
課
長
）
現
在
、
西
犬
田
布
、

崎
原
、
上
晴
集
落
は
予
定
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
今
後
必
要
に
応
じ

て
長
寿
命
化
計
画
を
変
更
し
て
い

き
た
い
。

中
伊
仙
集
落
に
公
営
住
宅

を
！

中
部
地
区
に
お
い
て
、
中

伊
仙
集
落
に
は
公
営
住
宅

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
集
落
の
地

域
力
向
上
の
た
め
に
是
非
」と
の

声
が
集
落
青
年
団
か
ら
聞
こ
え
て

い
る
が
、
早
期
計
画
、
早
期
実
現

が
で
き
な
い
か
問
う
。

（
建
設
課
長
）
集
落
か
ら
の

要
望
や
地
域
の
状
況
等
を

勘
案
し
、
長
寿
命
化
計
画
の
変
更

を
行
い
実
施
し
て
い
き
た
い
。

中
伊
仙
集
落
内
に
は
、

住
居
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
水
路
が
整
備
さ
れ
て
お

ら
ず
、
生
活
排
水
が
垂
れ
流
し
と

な
っ
て
い
た
り
、
水
路
の
蓋
が
な

く
、
車
の
離
合
時
に
脱
輪
す
る
な

ど
の
問
題
が
多
々
あ
り
ま
す
。
今

後
は
、
集
落
の
平
等
性
も
考
え
な

が
ら
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
償

化
を

医
療
費
の
自
己
負
担
に
つ

い
て
、未
就
学
児
ま
で
が
２

割
、そ
れ
以
降
は
３
割
と
な
っ
て

い
る
が
、
無
償
化
に
向
け
て
の
考

え
を
問
う
。

次
年
度
実
施
に
向
け
て
検
討

（
保
健
福
祉
課
長
）
天
城

町
が
昨
年
度
よ
り
中
学
生

ま
で
の
医
療
費
全
額
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
本
町
に
お
い
て
も
必

要
な
医
療
に
つ
い
て
は
受
診
が
出

来
る
よ
う
、
次
年
度
実
施
に
向
け

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

単
に
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
を
無
償
化
す
る
の
で
は

な
く
、
各
種
税
金
等
完
納
後
に

実
行
す
る
な
ど
、そ
の
よ
う
な
事

を
盛
り
込
ん
で
い
け
ば
も
っ
と
前

向
き
に
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
財
政

難
で
は
あ
り
ま
す
が
、
財

務
と
も
勉
強
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
天
城
町
も
各
種

税
金
の
納
入
状
況
を
確
認
し
実
施

し
て
い
る
と
の
事
で
あ
り
、
そ
の
辺

り
の
対
策
も
講
じ
な
が
ら
、
今
後

進
め
て
い
き
た
い
。

問

問答

答答

答 問答問

要
望

今年完成した「東伊仙西団地」



議 会 だ よ り  い せ ん （ 7 ）

地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
で

行
っ
て
い
た
が
平
成
30
年
度
で
終

わ
る
た
め
、
今
後
も
同
様
な
事
業

模
索
し
、
各
集
落
の
要
望
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
取
組
ん
で
い
く
。

学
校
施
設
の
今
後
の
計
画
は

学
校
施
設
の
年
間
の
維
持

管
理
費
用
は
ど
れ
く
ら
い

か
か
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

今
後
の
改
修
計
画
に
つ
い
て
問

う
。

（
教
育
長
）
年
間
の
維

持
管
理
費
用
と
し
て
、
約

１
億
２
千
万
円
程
か
か
っ
て
い
る
。

改
修
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
を
優

先
し
必
要
に
応
じ
た
部
分
的
な
改

修
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

老
朽
化
が
著
し
い
小
規
模
校
（
喜

念
・
鹿
浦
・
馬
根
・
阿
権
）
に
つ
い

て
は
、
部
分
的
な
改
修
が
困
難
で

あ
り
抜
本
的
な
大
規
模
改
修
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

喜
念
・
鹿
浦
小
に
関
し
て

は
、
耐
用
年
数
60
年
も
過

ぎ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
も
危

険
性
を
感
じ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
た
め
、
改
修
計
画
に
つ
い
て

は
是
非
前
向
き
に
検
討
で
き
な

い
か
。
財
政
面
に
つ
い
て
も
問

う
。

（
総
務
課
長
）
文
科
省
へ

申
請
を
し
、
決
定
が
な
さ

れ
れ
ば
、２
分
の
１
の
補
助
、
そ
し

て
教
育
施
設
整
備
事
業
債
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
町
の
財
源
は
そ
れ
ほ

ど
か
か
ら
ず
財
政
と
し
て
は
助
か

る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
教
育
長
）
喜
念
小
・
鹿
浦
小
に

関
わ
ら
ず
、
早
め
の
実
施
に
向
け
、

年
次
的
、
計
画
的
に
取
組
ん
で
い

く
。

公
営
住
宅
に
つ
い
て

町
で
管
理
し
て
い
る
公
営

住
宅
は
何
戸
か
。
ま
た
、

入
居
申
込
み
者
数
の
状
況
を
問

う
。

（
建
設
課
長
）
町
が
管
理

し
て
い
る
住
宅
は
、１
０
１

棟
３
２
６
戸
。
そ
の
う
ち
老
朽
化
、

耐
震
上
の
理
由
で
使
用
さ
れ
て
い

な
い
住
宅
が
１
棟
２
戸
、
政
策
空

き
家
28
棟
76
戸
あ
る
が
、
内
57
戸

が
空
き
家
と
な
っ
て
い
る
。
入
居
申

込
み
者
に
つ
い
て
は
、
66
件
と
な
っ

て
い
る
。住

宅
需
要
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
ま
だ
増
え
て
く
る
と

思
わ
れ
る
が
、
今
後
５
年
間
の

改
修
計
画
を
問
う
。

（
建
設
課
長
）
計
画
で

は
、
33
年
度
ま
で
新
築
建

設
を
行
い
、
34
年
度
よ
り
佐
弁
・

検
福
・
糸
木
名
住
宅
の
改
修
を
予

定
し
て
い
る
。

今
後
も
引
き
続
き
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
を
活
用
し
、
人
口
減

少
が
著
し
い
西
部
地
区
な
ど
を

中
心
に
是
非
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

問

問

問

問 答

答

答

答

要
望

福留　達也議員

障
が
い
者
雇
用
の
現
状
は

全
国
の
自
治
体
に
お
い

て
、
障
が
い
者
雇
用
数

の
水
増
し
が
社
会
問
題
化
し
て

い
る
が
、
伊
仙
町
に
お
い
て
そ

の
よ
う
な
事
が
な
か
っ
た
か
問

う
。

（
総
務
課
長
）
平
成
28
，

29
年
度
に
お
い
て
は
法
定

雇
用
を
満
た
し
て
い
た
が
、
平
成

30
年
度
に
お
い
て
は
重
度
身
体
障

害
者
の
方
が
退
職
し
た
関
係
上
、

１
名
で
は
あ
る
が
法
定
雇
用
率
を

満
た
し
て
い
な
い
現
状
で
あ
り
、

平
成
31
年
度
に
行
わ
れ
る
職
員
採

用
試
験
に
お
い
て
、
障
が
い
者
枠
、

技
術
職
等
を
分
け
な
が
ら
採
用
を

考
え
て
い
る
。

障
が
い
者
福
祉
政
策
に
つ
い
て

国
に
お
い
て
、
年
金
・
医
療
費
・

介
護
費
等
、
社
会
保
障
費

の
負
担
軽
減
策
と
し
て
、

障
が
い
者
福
祉
政
策
の
分
野
で

は
、
障
が
い
者
の
長
期
入
院
は
認

め
ず
、
在
宅
へ
帰
す
政
策
が
採
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
に

お
い
て
、
受
け
入
れ
体
制
と
し
て

の
自
宅
以
外
の
住
居
の
問
題
。
あ

る
い
は
支
援
体
制
と
し
て
生
活
支

援
や
見
守
り
な
ど
、
伊
仙
町
に
お

け
る
支
援
体
制
に
つ
い
て
問
う
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
住

居
に
関
し
て
は
、
持
ち
家

問

問

答

答

《
用
語
説
明
》

○
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
は
・
・
・
自
治
体
が

担
っ
て
き
た
公
共
事
業
が
民
間
の
資
金

や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と
で

効
率
的
に
事
業
展
開
す
る
方
法
。

○
政
策
空
き
家
と
は
・
・
・
老
朽
化
し

た
公
営
住
宅
の
建
替
え
事
業
を
行
う
た

め
、
ま
た
は
住
戸
の
改
修
等
を
行
う
た

め
、
既
存
住
宅
で
の
新
た
な
入
居
募
集

を
停
止
し
て
い
る
結
果
生
じ
た
空
き
家

の
こ
と
。
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牧本　和英議員

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
老

朽
化
が
著
し
い
が
、
補
修

ま
た
は
新
設
の
考
え
が
な
い
か

問
う
。（

教
育
長
）
老
朽
化
に

よ
り
調
理
業
務
に
支
障
を

来
し
て
い
る
と

い
う
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

給
食
セ
ン
タ
ー

の
新
設
に
関
し

て
、
多
額
の
費

用
を
要
す
る
た

め
、
当
面
は
入

念
な
点
検
、
整

備
を
実
施
し
て
対
応
し
て
い
く
。

給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
築
何
年
に

な
る
の
か
。
ま
た
、
耐
震

調
査
等
は
実
施
し
て
い
る

の
か
問
う
。

（
学
給
セ
ン
タ
ー
所
長
）

伊
仙
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、
昭
和
41
年
４
月
に
ス

タ
ー
ト
し
、
今
年
で
52
年
目
と
な

り
ま
す
。
耐
用
年
数
は
60
年
で
あ

り
、
耐
震
調
査
に
つ
い
て
は
、
未
実

施
で
す
。今

現
在
、
給
食
セ
ン
タ
ー

で
は
ど
の
よ
う
な
問
題
を

抱
え
て
い
る
の
か
問
う
。

（
学
給
セ
ン
タ
ー
所
長
）

昨
年
、
今
年
と
台
風
の
襲

来
が
多
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
た
停

電
の
影
響
に
よ
り
、
発
電
機
を
必

要
と
し
ま
す
。
今
現
在
、
発
電
機
は

業
者
か
ら
の
リ
ー
ス
で
対
応
し
て

い
る
が
、
万
が
一
に
備
え
発
電
機
の

問

問

問

答

答

答

や
家
族
の
元
へ
帰
る
ケ
ー
ス
が
大

半
だ
が
、
高
齢
者
世
帯
に
40
～
60

代
の
子
ど
も
が
帰
る
と
な
る
と
受

け
入
れ
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
多
く

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
の
受

け
入
れ
先
と
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
町
営
住
宅
等
と
な
る
。

町
営
住
宅
は
、
町
外
か
ら

の
子
育
て
世
代
が
優
先
的

に
入
居
し
て
い
る
が
、
今
後
、

障
が
い
等
の
ハ
ン
デ
を
持
っ
た

方
々
も
優
先
的
に
入
居
し
て
も

ら
う
考
え
が
あ
る
の
か
問
う
。

（
建
設
課
長
）
今
後
、
必

要
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ

れ
ば
、
障
が
い
を
持
っ
た
方
も
優

先
的
に
入
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

現
在
、
伊
仙
町
内
に
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
１
箇
所

あ
る
が
、
入
所
希
望
者
が
多
く

待
機
状
態
が
続
い
て
い
る
と
聞

か
れ
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る

か
問
う
。（

保
健
福
祉
課
長
）
今
年

度
中
に
糸
木
名
集
落
に
入

所
16
名
、
シ
ョ
ー
ト
１
名
と
い
う

形
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

町
内
に
は
障
が
い
を
持
っ

た
方
の
作
業
所
（
就
労
施

設
）
が
無
く
、
約
30
名
程
度
の

方
々
全
員
が
徳
之
島
町
内
に
あ

る
就
労
施
設
に
通
っ
て
い
る
。

今
後
、
町
内
に
就
労
施
設
の
導

入
等
は
検
討
で
き
な
い
か
問

う
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
事
業

所
に
関
し
て
は
、
申
請
が

上
が
っ
て
こ
な
い
以
上
ど
う
に
も

な
ら
な
い
が
、
現
在
、
町
の
取
組
み

と
し
て
、
地
方
創
生
事
業
を
活
用

し
、
高
齢
者
や
障
が
い
を
持
っ
た

方
の
雇
用
の
創
出
が
で
き
る
人
材

セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
公
社
づ
く
り

を
検
討
し
て
い
る
。

障
が
い
者
の
雇
用
に
つ
い
て

障
が
い
の
程
度
に
よ
り
、

就
労
時
に
お
け
る
雇
用
形

態
は
様
々
で
あ
り
一
律
で
は
な

い
と
思
わ
れ
る
が
、
仮
に
役
場

で
の
雇
用
と
な
っ
た
場
合
、
終

日
勤
務
ば
か
り
で
な
く
、
２
～

３
時
間
、
あ
る
い
は
半
日
勤
務

等
の
雇
用
の
あ
り
方
は
可
能
な

の
か
。
ま
た
条
例
や
規
則
等
が

あ
り
、
そ
れ
ら
に
則
っ
て
雇
用

を
行
っ
て
い
る
の
か
問
う
。

（
町
長
）
行
政
と
し
て
、

国
内
で
は
ど
こ
も
ま
だ

や
っ
て
い
な
い
わ
け
だ
が
、
伊
仙
町

と
伊
仙
町
議
会
が
、
こ
の
よ
う
な

条
例
を
制
定
し
て
い
く
の
は
可
能

で
は
な
い
か
と
思
う
し
、
今
後
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
先
、

労
働
力
は
雇
用
人
口
が
減
少
し
、

そ
の
中
に
お
い
て
障
が
い
を
持
っ

た
方
々
の
果
た
す
役
割
は
非
常
に

大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
。
老
若

男
女
、
障
が
い
の
あ
る
な
し
に
関

わ
ら
ず
活
躍
す
る
、
そ
う
い
う
時

代
を
作
り
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
し
、
伊
仙
町
に
お
い
て
、

そ
の
よ
う
な
仕
組
み
を
全
国
に
先

駆
け
て
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
意

欲
と
気
概
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

問

問問

問 答

答

答

答

伊仙町ふれあい福祉スポーツ大会のようす
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西　彦二議員

面
縄
港
振
興
に
つ
い
て

休
憩
施
設
や
ト
イ
レ
施
設

が
な
く
、
港
を
利
用
し
て

い
る
方
々
に
不
便
を
か
け
て
い

る
が
、
整
備
す
る
計
画
は
な
い

か
問
う
。（

建
設
課
長
）
現
在
の
と

こ
ろ
、
施
設
整
備
の
計
画
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ト
イ
レ
の
施
設

等
、
管
理
体
制
を
ど
う
す
る
の
か

調
査
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

キ
ビ
採
苗
作
業
員
は
、

南
西
糖
業
か
ら
の
委
託

を
受
け
取
り
組
ん
で
い
る
。
夏

植
え
時
期
に
は
暑
さ
や
人
手
不

足
で
採
苗
作
業

が
間
に
合
わ
な

い
と
聞
か
れ
る

が
ど
う
思
う

か
。
現
在
、
農

家
負
担
額
で
１

束
２
０
０
円

だ
が
、
町
ま
た

は
南
西
糖
業
で

１
０
０
円
を
計

上
し
、
１
束
３
０
０
円
の
採
苗

料
金
と
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ

な
い
か
問
う
。

（
経
済
課
長
）
１
０
０
円

の
値
上
げ
に
つ
い
て
は
、
採

苗
作
業
員
の
確
保
・
雇
用
に
も
繋

が
る
の
で
、
今
後
南
西
糖
業
と
財

源
的
な
所
を
含
め
議
論
し
て
い
き

た
い
。

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
に
つ
い
て

昨
年
徳
之
島
ダ
ム
が
完
成

し
、
一
部
給
水
が
始
ま
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
、
徳
之
島

の
農
業
生
産
額
向
上
が
期
待
さ

れ
ま
す
が
、
第
一
面
縄
地
区
の

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
時
期
に

つ
い
て
問
う
。

問問

問

答

答

設
置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

食
育
施
設
機
能
と
防
災
施

設
機
能
を
併
せ
持
つ
「
防

災
食
育
セ
ン
タ
ー
」
が
喜
界
町

で
平
成
29
年
５
月
に
完
成
し
て

い
ま
す
。
そ
の
施
設
は
、
平
常

時
は
幼
稚
園
か
ら
中
学
校
ま
で

の
子
ど
も
達
に
お
い
し
い
給
食

を
届
け
る
。
一
方
で
大
規
模

災
害
時
に
は
避
難
所
兼
炊
き
出

し
施
設
と
し
て
も
機
能
す
る
と

の
事
で
あ
っ
た
。
「
長
寿
・
子

宝
の
ま
ち
」
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
子
ど
も
達
の
食
の
安
心
安

全
と
、
大
規
模
な
災
害
時
に
町

民
の
命
を
守
る
施
設
と
し
て
、

庁
舎
建
設
よ
り
も
優
先
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
町

長
の
考
え
を
問
う
。

（
町
長
）
給
食
セ
ン
タ
ー

の
老
朽
化
が
著
し
い
事
は

十
分
認
識
し
て
い
る
。一
般
質
問
の

中
で
も
あ
っ
た
が
、
今
後
、
小
規
模

校
の
改
築
同
様
に
民
間
資
金
活
用

な
ど
考
慮
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
喜
界
町
の
「
防
災

食
育
セ
ン
タ
ー
」
は
、
防
衛
省
の
予

算
で
あ
る
。
喜
界
町
に
は
、
自
衛

隊
の
通
信
施
設
が
あ
り
、
そ
の
中

に
新
し
い
役
場
と
接
続
し
て
防
災

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
そ
の
中
に
食

育
施
設
が
あ
る
と
の
事
で
す
。

　

伊
仙
町
で
は
、
今
年
「
防
災
訓

練
」
を
再
開
す
る
が
、
避
難
場
所

と
し
て
各
校
区
の
体
育
館
に
す
る

か
、
ほ
ー
ら
い
館
に
全
て
の
方
を

集
め
る
か
、
義
名
山
の
総
合
体
育

館
に
集
め
る
か
な
ど
、
防
災
会
議

の
中
で
決
定
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。
ま
た
現
在
、
伊
仙
町
の
公
共

施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
協
議

会
を
毎
月
２
回
行
っ
て
お
り
、
そ
の

中
で
、
防
災
セ
ン
タ
ー
、
給
食
セ
ン

タ
ー
を
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に

し
て
い
く
か
考
慮
し
て
い
き
た
い
。

ぜ
ひ
予
算
化
し
て
い
た
だ

き
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て
子
ど
も

達
が
安
心
安
全
で
給
食
が
食
べ
ら

れ
る
給
食
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

要
望

答 問

（
耕
地
課
長
）
目
手
久
、

面
縄
地
区
を
併
せ
て
（
予

算
16
億
４
，
２
５
０
万
円
）
平
成

31
年
度
新
規
採
択
の
予
定
で
、
第

一
面
縄
地
区
に
つ
い
て
、
早
け
れ
ば

32
年
度
、
若
し
く
は
33
年
度
か
ら

の
工
事
着
手
の
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

（
町
長
）
町
内
全
域
の
通
水
時
期

に
つ
い
て
は
ま
だ
確
定
さ
れ
て
い

な
い
が
、
今
後
サ
ト
ウ
キ
ビ
だ
け

で
な
く
、
畜
産
の
粗
飼
料
等
に
も

効
果
が
で
て
お
り
、
将
来
も
っ
と

付
加
価
値
の
高
い
ハ
ウ
ス
農
業
な

ど
を
や
っ
て
い
く
時
に
も
大
変
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

観
光
振
興
に
つ
い
て

伊
仙
町
の
中
心
に
あ
た
る

役
場
周
辺
の
県
道
の
緑
化

答問問

伊仙町立学校給食センター

区画整理を終えた畑総第一面縄地区
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佐田　元議員

住
民
監
査
請
求
の
監
査
勧
告

に
つ
い
て住

民
監
査
請
求
が
な
さ

れ
、
そ
の
勧
告
内
容
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
問

う
。
ま
た
併
せ
て
、
８
月
22
日
付

奄
美
新
聞
で
の
コ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
町
長
の
真
意
を
問
う
。

（
町
長
）
こ
の
件
に
つ
い

て
は
大
変
残
念
で
あ
り
真

摯
に
受
け
止
め
て
い
る
。
ま
た
新

聞
の
コ
メ
ン
ト
に
関
し
て
は
、
勧
告

さ
れ
て
い
る
請
求
金
額
が
妥
当
で

あ
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

当
該
業
者
に
よ
る
毎
月

４
万
円
の
返
済
と
、
こ
の

勧
告
は
全
く
別
の
も
の
と
考
え

る
が
ど
う
か
問
う
。

（
副
町
長
）
こ
れ
に
対
し

て
は
事
務
失
態
に
含
め
懲

罰
、
懲
戒
も
し
て
お
り
業
者
か
ら

の
返
済
と
、
勧
告
ど
お
り
賠
償
す

る
と
二
重
払
い
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。

確
約
書
に
つ
い
て

２
ヶ
月
前
の
当
該
業
者
と

の
面
会
に
つ
い
て
、
誰

が
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
と
会
っ

た
の
か
。
ま
た
面
会
の
結
果
ど

の
よ
う
な
対
応
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
か
問
う
。

（
社
会
教
育
課
長
）
教
育

長
と
私
が
代
表
者
と
面
会

し
、
確
約
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

い
た
。

こ
の
事
案
発
生
後
の
交
渉

は
誰
と
交
渉
し
て
い
た
の

か
問
う
。

（
社
会
教
育
課
長
）
代
表
者
を
含

め
代
表
者
の
夫
で
あ
る
両
名
と
交

渉
し
て
き
た
。

３
者
間
の
面
会
に
つ
い
て

平
成
29
年
６
月
６
日
以
前

に
把
握
し
て
い
な
か
っ
た

の
か
。
ま
た
、
部
下
職
員
か
ら

の
報
告
等
は
な
か
っ
た
の
か
問

う
。

（
町
長
）
こ
の
日
に
当
時
の

課
長
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

経
緯
報
告
書
に
は
３
者
で

協
議
を
行
っ
た
と
書
か
れ

て
い
る
が
、
記
憶
に
な
い
と
い

う
こ
と
か
。

（
町
長
）
３
者
と
い
う
こ

と
は
な
か
っ
と
思
う
。

契
約
書
に
基
づ
い
て
い
る
か

返
納
額
の
根
拠
と
返
納
手

続
き
は
契
約
書
に
基
づ
い

て
の
請
求
か
問
う
。

（
社
会
教
育
課
長
）
契
約

書
に
基
づ
き
行
っ
て
お
り
、

返
済
は
月
々
４
万
円
を
振
り
込
む

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

契
約
書
第
８
条
に
は
、

年
８
，
２
５
％
の
遅
延

利
息
、
違
約
金
（
売
買
代
金
の

１
０
０
分
の
10
）
と
定
め
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
関
し

て
問
う
。（

副
町
長
）
こ
の
件
に
関

し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な

形
で
取
り
扱
っ
て
い
け
ば
い
い
の

か
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
現
在

検
討
中
で
す
。

Ｇ
Ａ
Ｐ
関
連
の
出
張
旅
費
に

つ
い
て農

業
生
産
工
程
管
理
（
Ｇ

Ａ
Ｐ
）
関
連
の
出
張
旅
費

を
当
時
の
会
長
に
だ
け
認
め
な

か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
問
う
。

（
町
長
）
町
長
に
与
え
ら

れ
た
権
限
は
、
人
事
権
と

予
算
編
成
権
で
あ
り
、
そ
れ
を
行

使
す
る
か
否
か
は
町
長
の
判
断
で

あ
り
ま
す
。

問答

問

問

問

問問問

問問

答

答

答答答

答 答

（
植
栽
等
）
の
計
画
は
な
い
の

か
。
町
の
一
番
の
メ
イ
ン
通
り

で
あ
り
、
今
後
の
世
界
自
然
遺

産
登
録
や
観
光
振
興
に
も
向
け

是
非
検
討
で
き
な
い
か
問
う
。

（
町
長
）
伊
仙
町
の
中
心

地
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で

に
も
緑
化
の
計
画
が
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
中
断
し
て
い
る
状
況

で
す
。
今
後
、
商
工
会
と
も
対
応

を
ど
う
し
て
い
く
か
を
協
議
し
な

が
ら
、
ま
た
町
と
し
て
も
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
で

も
あ
る
。

答
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岡林　剛也議員

交
付
金
の
不
適
正
な
支
出
に

つ
い
て６

月
定
例
議
会
で
明
ら

か
に
な
っ
た
「
平
成
29

年
度
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付

金
事
業
」
に
お
け
る
不
適
正
な

補
助
金
支
出
事
案
（
社
会
教
育

課
備
品
未
納
問
題
の
発
覚
中
に

も
関
わ
ら
ず
、
何
ら
対
策
を
取

ら
ず
職
員
へ
の
周
知
も
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
同
一
業
者

に
よ
っ
て
再
び
同
様
な
未
納
問

題
が
発
生
し
た
事
案
）
に
つ
い

て
、
町
長
は
「
再
発
防
止
の
た

め
、
何
よ
り
町
民
の
信
頼
を
失

う
事
の
無
い
よ
う
検
証
委
員
会

は
当
然
す
べ
き
」
と
答
弁
し
て

い
る
が
、
具
体
的
な
内
容
と
検

証
結
果
を
問
う
。

（
町
長
）
検
証
委
員
会
に

つ
い
て
は
ま
だ
立
ち
上
げ

て
い
ま
せ
ん
。

６
月
議
会
か
ら
３
ヶ
月
以

上
が
経
過
し
、
町
民
の
関

心
の
高
い
不
祥
事
に
も
関
わ
ら

ず
、
全
く
危
機
管
理
に
対
す
る

意
識
が
な
い
と
思
わ
れ
る
が
ど

う
か
。（

町
長
）
こ
れ
は
２
つ
の

案
件
（
炊
出
し
釜
問
題
、
サ

メ
・
オ
ニ
ヒ
ト
デ
駆
除
偽
装
問
題
）

が
関
連
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、一

緒
に
委
員
会
と
い
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
今
後
対
応
し
て
い
く
。

釜
の
代
金
は
ど
う
す
る
つ

も
り
か
。
ま
た
、
町
が
業

者
と
直
接
協
議
し
て
は
ど
う
か

問
う
。（

経
済
課
長
）
町
と
し

て
は
漁
業
集
落
へ
補
助
金

を
出
し
て
い
る
の
で
、
漁
業
集
落

に
対
し
返
還
を
求
め
て
い
く
。
当

該
業
者
へ
は
返
還
を
求
め
て
い
る

が
、「
可
能
な
範
囲
で
返
し
て
い
き

た
い
」
と
の
事
で
す
。

本
事
業
に
お
け
る
町
の
役

割
は
、
漁
業
集
落
に
対

し
指
導
・
助
言
す
る
立
場
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
そ
れ
は
せ
ず

に
、
本
来
集
落
が
す
べ
き
補
助

金
の
管
理
を
町
が
行
っ
て
い
た

と
い
う
長
年
に
わ
た
る
杜
撰
な

事
業
執
行
が
現
在
の
よ
う
な
危

機
的
状
況
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
問

う
。

（
町
長
）
今
後
、
町
と
漁

業
集
落
が
ど
の
よ
う
な
関

係
を
築
い
た
方
が
適
正
で
あ
る
か

協
議
し
て
い
き
た
い
。

平
成
30
年
度
の
本
事
業
申

請
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
問
う
。

（
経
済
課
長
）
現
在
の
問

題
が
解
決
す
る
ま
で
は
、

申
請
で
き
な
い
状
況
で
す
。

事
業
が
で
き
な
い
と
な
る

と
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
サ
メ
・
オ
ニ
ヒ
ト
デ
駆
除
等

が
水
の
泡
に
な
り
か
ね
ず
、
徳

之
島
全
域
の
海
に
影
響
す
る
事

で
あ
り
、
国
や
県
に
対
す
る
信

用
も
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
問
う
。

（
町
長
）
県
の
課
長
と
も

何
回
も
お
会
い
し
、
お
詫

び
申
し
上
げ
て
い
る
。

不
祥
事
が
起
こ
る
度
に
執

行
部
は
同
じ
事
を
繰
り

返
す
ば
か
り
で
感
覚
が
麻
痺
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思

わ
れ
る
。
前
回
も
申
し
た
が
、

町
長
は
町
民
に
対
し
て
謝
罪
と

説
明
責
任
を
果
た
す
義
務
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
問

う
。

（
町
長
）
今
回
、一
連
の
件

で
町
に
対
し
大
変
失
望
し

た
方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。
町
長
と
し
て
し
っ
か
り
管

理
で
き
て
い
な
か
っ
た
事
を
お
詫

び
申
し
上
げ
、
今
後
二
度
と
同
様

な
事
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
全
力

で
努
力
し
、
伊
仙
町
発
展
の
た
め

に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問

答問

答問問 答

答答答

答

問問

問
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議会の動き

編
集
後
記議

会
広
報
編
集
委
員
会

　
師
走
に
入
り
少
し
肌
寒
さ
を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
自
然
災
害
の
多
い
年
と
な
り
、６
月
の
大
阪
府
北
部
地

震
、７
月
の
西
日
本
豪
雨
、
9
月
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
。

そ
し
て
、
南
西
諸
島
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
台
風
24
号
の

直
撃
と
、正
に
日
本
全
体
が
災
害
列
島
と
化
し
た
一
年
で
あ
り

ま
し
た
。

　

我
が
伊
仙
町
に
お
い
て
も
、
台
風
24
号
に
よ
る
影
響
で
人
家

は
も
ち
ろ
ん
、
基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
畜
産
等
に
甚

大
な
被
害
を
受
け
、
農
家
の
皆
さ
ん
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
我
々
、伊
仙
町
議
会
に
お
い
て
も
、
全
力
で
復
旧
・
復

興
に
向
け
て
信
念
と
情
熱
を
注
ぎ
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況

下
で
は
あ
り
ま
す
が
、伊
仙
町
の
将
来（
み
ら
い
）を
想
い
、互

い
に
希
望
を
抱
き
、
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
来

春
に
収
穫
を
む
か
え
る
も
う
一
つ
の
基
幹
作
物
で
あ
る
バ
レ
イ

シ
ョ
価
格
が
少
し
で
も
高
値
で
取
引
き
さ
れ
る
事
を
夢
見
な
が

ら
新
し
い
年
を
迎
え
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

（
文
責　
上
木　
千
恵
造
）

平成30年第3回伊仙町議会定例会における諸般の報告（議長の動静）
動静期間：平成30年第2回定例会（6月15日）以降の分

月 日 行　事　名 場　所

６
月

16日 島づくり経済フォーラム 徳之島町

20日 札幌市議会議員視察 中央公民館

22日 伊仙町さわやかサロン交流会 総合体育館

23日 徳之島高校空手部30周年記念祝賀会 農協会館

25日 徳之島三ヵ町議連奉仕作業 天城町Ｂ＆Ｇ

27日 航空自衛隊南西航空方面隊司令官意見交換会 天城町

29日 トライアスロン大会カーボパーティー 天城町

７
月

17 徳之島三ヵ町議連第1回役員会 天城町

18日 総文厚・経建常任委員会 議会委員会室

20日 奄美ブロック護憲平和フォーラム来訪 町長室

23日 長野県飯田市議会議員視察 中央公民館

24日 さとうきび価格対策会議 奄美市

27〜30日 総務文教厚生常任委員会県外研修 志布志市・大阪市

月 日 行　事　名 場　所

８
月

2日 市町村政研修会 鹿児島市

6日 公立高校生徒募集説明会 伊仙町

9日 徳之島空港利用促進協議会 天城町

10日 さとうきび夏植え出発式 役場前

10日 鹿児島県知事意見交換会・夕食会 ほーらい館

11日 ほーらい館10周年記念式典 ほーらい館

18日 金婚式 ほーらい館

26日 ほーらい館祭ちびっこ相撲大会 義名山

31日 議会運営委員会 議会委員会室

９
月

2日 徳州地域女性連大会 ほーらい館

4日 議会運営委員会 議会委員会室

6日 議会全員協議会 議会委員会室

9日 樟南第二高校体育祭 樟南第二高校

次回の定例会は12月です！！
　次回の定例会（第４回）は１２月１１日(火)からを予定しています。
　ネット配信も行なっておりますが、ぜひ、生の議会を傍聴してみませんか。
　手続きは簡単で、議会の当日に傍聴席入り口の受付名簿に、住所、氏名を記入してい
ただくだけです。
　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

電話番号８６－３１１１（内線１６番）
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